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CIHCD2026 インタラクティブセッション発表概要⼀覧 
 
 
 
１． 
 

発表代表者⽒名 今井 克暢（いまい かつのぶ） 
共同発表者 なし 
所属 福⼭⼤学 
発表タイトル 思考のための杖、AI と⼆⼈⽻織で⽣きていくための⽅策と現状 
発表概要 
  

CIHCD 2019 で「思考のための杖: ⼀⼈称視点による認知症患者の思考⽀援
システム設計における諸問題」として発表した、ソフトウェアによるエージ
ェントと⼆⼈⽻織で⽣きていくための⽅策についての現状を報告する。昨今
の LLM の驚異的な進歩によってどこまで可能になったか、そして今後をど
のように設計し構築していけばよいかについて、Mathematica による現状の
実装をもとに議論する。 

 
 
 
２． 
 

発表代表者⽒名 佐藤慶⼦（さとう けいこ）*1 
共同発表者 松浦 博（まつうら ひろし）*2 
所属 *1 株式会社 MuCuL、*2 静岡県⽴⼤学、静岡⼤学 
発表タイトル 「声ぢから」丹⽥発声瞑想呼吸法の全周型３Ｄ⾳響ＶＲ体験デモ 

発表概要 ⼼・からだ・呼吸を等しく磨くことによって、誰もが持っている声の⼒を引
き出す「声ぢから」は 46 のエクササイズからなる。その⼀つのエクササイ
ズである丹⽥発声瞑想呼吸法を全周型３Ｄ⾳響ＶＲ体験デモとして体験い
ただく。７⼈のＶＲ上の発声者に囲まれるとお互いの声が合わされ、倍⾳と
なり「声のドーム」体験となる。また、「あー」などの単純な発話が瞑想をも
たらすことを、ミンスキーのエモーションマシン理論に基づいて説明する。 

 
 



 
 
 
３． 
 

発表代表者⽒名 早川 泰⼀（はやかわ たいち）*1 
共同発表者 川崎 ⼀平（かわさき いっぺい）*2、柴⽥ 健⼀（しばた けんいち）*1 
所属 *1 ⽟川⼤学 、⼯学部、ソフトウェアサイエンス学科、*2 令和健康科学⼤学、

リハビリテーション学部、作業療法学科、 
発表タイトル 退院⽀援における在宅環境評価と遠隔合意形成への VR活⽤の提案 
発表概要 本研究では、作業療法⼠による退院前⾃宅訪問評価を⽀援するため、LiDAR

点群データと Unity VR を⽤い、住空間を実⼨⼤で再現する VR システムを開
発した。本システムにより、VR 空間上での家具の動的配置変更や⾞椅⼦通
過幅、⽣活動線を確認しながらの環境改善案の検討が可能となる。⽐較実験
の結果、写真提⽰および VR 閲覧のみと⽐べ、家具操作を伴う VR において
改善提案数および抽出された話題数が最多となり、その有効性が⽰唆され
た。本発表では、本システムが多職種および患者・家族間の遠隔合意形成に
果たす役割と今後の展望について報告する。 

 
 
 
４． 
 

発表代表者⽒名 松⽥ 圭⼦（まつだ けいこ） 
共同発表者 なし 
所属 Livie's Jump、メタデータ株式会社 
発表タイトル ELIZA から⽣成 AIへ―ケア対話における利⽤者体験の⽐較 
発表概要 
  

対話 AI によるケアでは、⾼度な⾔語⽣成能⼒だけでなく、ユーザーの話をど
のように受け⽌め、問いかけるかという対話設計が利⽤体験に影響すると考
えられる。本研究では、ELIZA を模した反射的対話、汎⽤ LLM による対話、
ケア志向に設計した対話 AI「やわらかネコ」の 3条件を⽐較する。理解され
た感覚、話しやすさ、認知的負荷、問いかけの圧迫感、⾃⼰思考の促進等を
評価し、ケア対話における「過不⾜のない受容」の要件を探索する。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
５． 
 

発表代表者⽒名 佐藤（佐久間）りか*1   
共同発表者 佐藤 幹代（さとう みきよ）*2、髙橋 久実（たかはし くみ）*3  
所属 *1 認定 NPO 法⼈健康と病いの語りディペックス・ジャパン、*2⾃治医科⼤

学看護学部、認定 NPO 法⼈健康と病いの語りディペックス・ジャパン、 

*3 兵庫県⽴⼤学看護学部、認定 NPO 法⼈健康と病いの語りディペックス・
ジャパン 

発表タイトル  
 

「慢性の痛み」の語りを Emotion Machine とケイパビリティ理論で読み解く 

発表概要 
  

DIPEx-Japan の「慢性の痛み」の語りデータアーカイブから５⼈の語りを抽
出して分析したところ、共通する要素として、痛みによる「⾃⼰コントロー
ルの喪失」から、ゴールの再編を通じた「⾃⼰コントロールの回復」への過
程が⾒えてきた。この過程をミンスキーの「⼼の６階層」×「⼼の批評家-選
択家」モデルに当てはめて説明し、さらにセンのケイパビリティ理論を⽤い
て、「諦め」ではなく価値ある⽣を選べる⾃由の拡⼤につなげるには何が必要
かを検討する。 

 
 
 
６． 
 

発表代表者⽒名 ⼤原 理沙（おおはら りさ）*1  
共同発表者 ⼩俣 敦⼠（おまた あつし）*2 、尾藤 誠司（びとう せいじ）*3  

⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）*1 
所属 *1 静岡⼤学、*2浜松医科⼤学、*3 国⽴病院機構東京医療センター、 

発表タイトル  共同意思決定における当事者意識向上を⽀援するチャットボットの探索的
評価 

発表概要 
  

患者が知識不⾜等から当事者意識を持った医療選択を⾏いにくい課題に対
し、リアルタイム感情推定と医師の知⾒を反映した対話戦略を組み込んだチ
ャットボットを開発し、受診前意思決定⽀援の効果を検証した。成⼈ 27 名
のシナリオ実験の結果、情報提供中⼼の従来型と⽐べて意思決定葛藤の軽減
に有意差はなかったものの、共感性や⼈間らしさで有意に⾼く評価された。
感情に配慮した価値観の整理と受診準備を促すフレームワークの有効性が
⽰唆された。 

 



 
 
 
７． 
 

発表代表者⽒名 油井 さくら（ゆい さくら）*1 
共同発表者 ⼩俣 敦⼠（おまた あつし）*2 

岡崎 藍（おかざき あい）*3  

⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）*1 
所属 *1 静岡⼤学、*2浜松医科⼤学、*3⽉の丘とめさん家、 

発表タイトル  認知症の⼈の個別性を捉える記録促進ーIADL に着⽬した LLM フィードバッ
ク実践ー 

発表概要 
  

個別ケア実践には、⽇常⽣活の基本的な動作である BADL（⾷事・⼊浴等）
に加え、IADL（買い物・調理等）等の多様な状態像の把握が重要である。 本
研究では、IADL に着⽬した介護記録増加の取り組みを⾏い、LLM による記
録分析に基づくフィードバックが、記録⾏動に与える影響を 1ヶ⽉間検証し
た。 結果、全体で IADL 記録数が 7.1 件/⽇増加し、利⽤者の 75%において
⽬標を達成。実際のケア変化も観察された。 本⼿法は、記録⾏動の変化を定
量的に把握しつつ改善を促す有効な⼿段と考えられる。 

 
 
 
８． 
 

発表代表者⽒名 森⽥ 純哉（もりた じゅんや）*1  
共同発表者 ⻄村 あずき（にしむら あずき）*1、京條 颯（きょうじょう かえで）

*1、岡本 康哉（おかもと こうさい）*2 
所属 *1 静岡⼤学、*2ラウンドテーブル⼤地の⼦／袋井市教育委員会、 

発表タイトル 特別⽀援学校を起点とするナラティブ共創型コミュニティ形成の構想 
発表概要 
  

特別⽀援学校を起点として、障害のある⼦どもや家族、学⽣、地域住⺠など、
多様な⼈々が「⽀援する側／される側」という固定的な関係を越えて関わる
コミュニティ形成を構想する。本取り組みでは、個⼈の経験や関⼼と学校に
おける活動を AI が⽣成するナラティブによって結びつけ、新たな関係性や
当事者性が⽣まれる仕組みを検討している。浜北特別⽀援学校で進めている
実践を紹介し、その可能性と課題を議論する。 

 
 
 
 



 
 
 
９． 
 

発表代表者⽒名 廣部 敬太（ひろべ けいた）*1 
共同発表者 ⼩俣 敦⼠（おまた あつし）*2、⽔野 拓宏（みずの たくひろ）*3、 

村上 佑順（むらかみ ゆうじゅん）*4、⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）
*1、 

所属 *1 静岡⼤学、*2浜松医科⼤学、*3株式会社アルファコード、*4⼀般財団法
⼈オレンジクロス 

発表タイトル 
40 字以内 

Perspective Getting に向けた多視点 PX 体験 VR の構築と障害理解への効果
検証 

発表概要 
 200 字程度 

ケアの現場において，共感的スキルは重要であるが，想像による視点取得だ
けでは不⼗分であり，⾃ら情報を獲得する”Perspective Getting（視点獲得）”

が効果的である．本研究では，その Perspective Getting に向けて，VR を活
⽤した多視点 PX（患者体験）体験空間を構築した．PX 体験における視点の
操作が学習者の他者理解に及ぼす影響について検証した． 

 
 
 
10. 
 

発表代表者⽒名 ⽵林 研⼈（たけばやし けんと）*1 
共同発表者 島尾 ⻘空（しまお あおぞら）*2、加瀬 裕貴（かせ ひろき）*2  

古閑 ⽐佐志（こが ひさし）*1、⽵林 洋⼀（たけばやし よういち）*3  
所属 *1岩井整形外科病院、*2 静岡⼤学、*3創造する⼼株式会社 

発表タイトル 
40 字以内 

VR が変える脊椎医療とケア  

― ⾒る・学ぶ・共有する ― 
発表概要 
 200 字程度 

脊椎医療では、MRI や CT などの⼆次元画像を⽤いて病態や治療について説
明することが⼀般的である。しかし、患者にとって⾃分の体内で何が起きて
いるのかを⼆次元画像から直感的に理解することは容易ではない。そこで
我々は、CT・MRI画像から 3次元モデルを作成し、VR を⽤いた患者への説
明・情報共有を試みている。VR は患者へのインフォームド・コンセントだけ
でなく、医師・看護師・リハビリテーションスタッフなどが同じ 3次元情報
を共有する多職種連携や、術者の視点・⽴体解剖を活⽤した若⼿医師の⼿術
教育にも応⽤できる可能性がある。本発表では、VR を「⾒る」「学ぶ」「共有
する」ための医療コミュニケーションツールとして捉え、患者・医療者・教
育をつなぐ新たな脊椎医療の可能性について考える。 



 
 
 
11． 
 

発表代表者⽒名 佐藤 墾  （さとう ひらく）*1 
共同発表者 鈴⽊ 善博（すずき よしひろ）*1、⼩俣 敦⼠（おまた あつし）*2 、   

⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）*1、鈴⽊ 正也（すずき まさや）*3              
所属 *1 静岡⼤学、*2 浜松医科⼤学、*3インパクトサークル社 
発表タイトル  AI エージェントによる潜在ニーズの表出化⽀援システムの構築 
発表概要 
  

組織の意思共有は会話とアンケートが主流だが、前者は共有範囲が限られ、
後者は深い意⾒を得にくい。本研究では、組織満⾜度調査の回答理由や経験
を AIヒアリングで深掘りし、要約したナレッジをグラフで可視化して、暗黙
知の共有と共通認識の構築を⽀援する。試⾏の結果、AI との対話により⼼理
的安全性が担保され、⼀⼈ひとりの意⾒や想いを集合知として蓄積し、意思
決定の材料として有効であることが⽰唆された。 

 
 
 
12. 
 

発表代表者⽒名 鈴⽊ 善博（すずき よしひろ）*1、 
共同発表者 佐藤 墾 （さとう ひらく) *1、⼩俣 敦⼠（おまた あつし) *2、 

鈴⽊ 正也（すずき まさや) *3 、渡邊 迅⼈（わたなべ はやと）*4、  

⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）*1 
所属 *1 静岡⼤学、*2浜松医科⼤学、*3 インパクトサークル社、*４浜松いわた信

⽤⾦庫 

発表タイトル  経営視点に基づく AI対話によるリーダーと構成員の意識の可視化 
発表概要 
  

本研究では、AI対話を⽤いてリーダーと構成員の意識の相違を可視化する⼿
法を提案する。組織満⾜度調査と組織の理念・活動内容に基づき質問を設計
し、匿名性を確保した AI対話で回答の背景を探る。スタートアップ⽀援事業
者と⼩規模企業で本⼿法を⽤いた検討を実施する。対話データを AI で分析
し、リーダーの思いや価値観と構成員の認識の相違を共有することで、相互
理解と継続的な組織改善の⽀援を⽬指す。 

 
 
 
 
 



 
 
 
13. 
 

発表代表者⽒名 河島 由奈(かわしま ゆうな) *1  
共同発表者 井野 敬⼦(いの けいこ) *2 、⼩俣 敦⼠（おまた あつし）*3、 

⽯川 翔吾（いしかわ しょうご）*1 
所属 *1みんなのケア情報学会、静岡⼤学、*2武蔵野⼤学、認知⾏動療法研究所、

*3 浜松医科⼤学 

発表タイトル  PTSD ⼼理療法セッション時のマルチモーダル情報を⽤いた患者状態の分析 
発表概要 
  

PTSD の⼼理療法の⼀つである持続エクスポージャー（PE）療法では，患者
がトラウマ記憶へ情動的に過不⾜なく関与できているか（エンゲージメン
ト）を，治療者が正確に把握することが治療効果を左右する．しかし現状，
その評価は治療者の経験的判断に委ねられている．本研究では，治療の録画
データから⾳声⾔語・表情などのマルチモーダル特徴量を抽出し，PE補助へ
の応⽤を⾒据えて特徴量の時系列可視化やクラスタリングを⾏い，エンゲー
ジメント評価との対応を分析した． 

 
 
 
14. 
 

発表代表者⽒名 ⻄脇 ⾹代⼦（にしわき かよこ） 
共同発表者 なし 
所属 アムネシアカフェ 
発表タイトル  物忘れセルフヘルプの背景と展望 
発表概要 
  

認知機能の低さに関連する当事者(患者)交流会の全体数は、医療福祉及びイ
ンターネットの進歩に伴いこの数年増加してきた。⼀⽅、症状の多様性・鑑
別の難しさなど、本⼈および⽀援者にとって新たな課題も⽣じている。⺠間
医療福祉資格を持つ筆者は、2025 年より⾃⾝の体験から疾患横断的な若年
者向け物忘れ⾃助グループを企画してきた。本学会では、その活動をめぐる
社会的背景と展望についてピアサポート的視点から発表する。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
15. 
 

発表代表者⽒名 岡崎 浩⼆（おかざき こうじ）*1 
共同発表者 桑原 雅（くわばら みやび）*1 
所属 *1東京都⽴産業技術⼤学院⼤学 

発表タイトル  スマートグラスを⽤いたパーソナル AI相談⽀援の設計と試作 
発表概要 
  

本研究では、スマートグラス上の AI アバターを介して、⽇常⽣活やキャリア
形成に関する相談を⽀援するパーソナル AI システムの設計と試作に取り組
む。⾳声対話と視覚的なインターフェースを組み合わせ、従来のテキスト型
AI とは異なる、⾃然で継続的な相談体験の実現を⽬指す。特に⼈間と AI の
役割分担や⼼理的な利⽤しやすさに着⽬し、個⼈に寄り添う AI のインタラ
クション設計と⽣涯にわたる相談⽀援への応⽤可能性を検討する。 

 
 
 
16. 
 

発表代表者⽒名 岡⽥ 享⼤（おかだ たかひろ）*1 
共同発表者 宮⽥陵司、⼤﨑拓、⼋久響、光松⾳葉、⾦鎭赫 
所属 *1 静岡⼤学、総合科学技術研究科 

発表タイトル  累積歩数データを⽤いた概⽇リズムの類型化 
発表概要 
  

概⽇リズムの乱れは健康リスクと関連するが、従来の評価⼿法では概⽇リズ
ムを定量的にとらえることは難しい。本研究は腕時計型端末で測定した⽇次
累積歩数にゴンペルツ関数を当てはめ、203 名のデータから総活動量・活動
開始位相・最⼤勾配を抽出し、4 つのクラスタに類型化した。これら 3 つの
特徴量と⽇次中⾼強度⾝体活動時間はクラスタ間で有意に異なり、標準時刻
に開始し⾼活動を持続する型や遅く開始し⾼密度に活動する型などが⽰さ
れた。本⼿法は概⽇リズムの乱れ是正のための⽀援策を考える基礎となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
17. 
 

発表代表者⽒名・ご所属 島尾 ⻘空(しまお あおぞら) *1  
共同発表者・ご所属 加瀬 裕貴(かせ ひろき) *1、⽵林 研⼈(たけばやし けんと) *2、古閑 ⽐佐志

(こが ひさし) *3、⻘⽊ 徹(あおき とおる) *1、⻘野 修⼀(あおの しゅうい
ち) *4、⽵林 洋⼀(たけばやし よういち) *5、⽯川 翔吾(いしかわ しょうご) 
*1 

所属 *1 静岡⼤学、*2岩井整形外科病院、*3岩井 FESS クリニック、*4⽟川⼤学、
*5創造する⼼株式会社 

発表タイトル  全内視鏡下脊椎⼿術現場における患者説明 VRコンテンツの臨床導⼊ 
発表概要 
  

昨年度本⼤会では、全内視鏡下脊椎⼿術の術前説明⽤ VR コンテンツを開発
し、⾮患者を対象とした予備検討を報告した。本年度は内容を改め岩井整形
外科病院で実患者 2 名の術前説明に試験導⼊し、医師から「⽴体的に患部を
観察できる」「⼿軽に体験できる」との評価を得た。⼀⽅で、動画は⼀⽅向の
説明に留まる。実患者での評価⽅法を含め、意⾒を交わしたい。 

 
 
 
18. 
 

発表代表者⽒名 林 侑輝（はやし ゆうき） 
共同発表者 なし 
所属  
発表タイトル  朗読実験とラジオ・講談の実践から探る「語り」の可能性: 「良い話し⽅」

の⼀様性を超えて 
発表概要 
  

本発表では、「外郎売」の朗読データに対する印象評定実験の結果と、発表者
⾃⾝による「ラジオパーソナリティ」および「アマチュア講談師」としての
実践について報告する。平均的に「良い話し⽅」が現場では必ずしも求めら
れる訳ではない実態を⽰した上で、個の特性や⽂脈に応じた表現の重要性に
ついて議論する。更に、時間や場所の共有を通じた「わたしに向けられてい
る感覚」の創出という観点から、語りが持つケアの可能性についても議論し
たい。 

 
 
 



 
 
 
19. 
 

発表代表者⽒名 平井 浩⽂（ひらい ひろふみ）*1 
共同発表者 ⽇野 ひまわり（ひの ひまわり）*2、島尾 ⻘空（しまお あおぞら）*3、

⽵林 洋⼀（たけばやし よういち）*4 
所属 *1 静岡⼤学グローバル共創科学部 教授、キノコ科学研究所 所⻑、*2 株式会

社栄農⼈ 取締役、*3 株式会社共愉の学び 代表取締役、静岡⼤学、*4 ⼀般社
団法⼈みんなのケア情報学会 代表理事、静岡⼤学名誉教授 

発表タイトル 静岡県松崎町における「菌輪」の学びとコミュニティの活性化 
発表概要 静岡県松崎町では、静岡⼤学・松崎町・みんなのケア情報学会の三者連携を基

盤に、キノコ科学と体験農業を結ぶ地域共創を進めている。「菌輪」はキノコが
輪状に⽣える現象であり、本発表では⾃然の循環と⼈のつながりの象徴として
捉える。キノコの⽣態、菌⽷の働き、栽培・収穫・⾷を共に体験する多世代の
学びを構想し、住⺠、⼦ども、学⽣、事業者が共に学ぶ機会を通じて、観光・
ケア・地域交流へ展開する可能性と課題を議論する。 

 
 
 
20. 
 

発表代表者⽒名 藤⽥ 憲⼀郎（ふじた けんいちろう）*1 
共同発表者 なし 
所属 *1 けんごろうメディカルグループ 
発表タイトル 「⾝体から⾃⼰を知る：丹⽥歩⾏と AI が拓くパーソナルケアの可能性」 
発表概要 柔道整復師として⻑年の臨床から、患者には「改善できるもの」「個性」「ゴー

ル」の三層があることがわかった。施術者が正解を押しつけるのではなく、「ど
うですか？」という問いで患者⾃⾝がゴールに気づく瞬間が変容を⽣む。この
構造を丹⽥歩⾏（TDX）として体系化し、AI を活⽤した歩⾏解析ツールを開発
中である。計測データを蓄積することで、個⼈の変容プロセスの可視化・遠隔
ケア⽀援・地域住⺠の健康増進への展開が可能となる。 
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